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 　７月23日から夏休みに入っていますので、普段よりも地域で
 子どもたちの姿を見かけることが多くなっていることと思います。

 安全で、楽しく元気に過ごすことができるよう、温かくお声掛け
いただければ有り難く思います。私は、夏休みに入る前の集会の際に 「あきらめない、、

夏休みは、自分でめあてと計画を立て挑戦する」ということに関連させ、子どもたちに「
て挑戦する、とてもよいチャンス 「体力づくりや読書、調べ学習など、続けて取り組むこと」
を見つけて頑張ってほしい」ということを話しました。私たち大人と同様、子どもたちも自分
で決めたことをやり遂げたときには、大きな自信と満足感を得ることができます。そして、そ
の積重ねが、様々な活動への意欲や、未知の事柄に遭遇したときにもひるまず挑戦する気持ち
につながっていきます。何かを続けて努力した、やり遂げたという子どもたちの自信に満ちた

 話を、夏休みが終わったときに聞かせてもらうことが楽しみです。　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
小さなことでも続けた経験は宝

                                                    
        地域の方と、朝のあいさつでキャッチボール

 
　学校では、子どもたちが場
に応じたあいさつを気持ちよ

く交わすことができるよう、年間を通じて取り組んでいます。
　このような中、７月１日には、地域の方が学校入口で、朝の
あいさつ運動にご協力くださいました。あいさつの「あい」に

「 」 、「 」 「 」は 心を開く という意味が さつ には その心に近づく
という意味があるそうです。あいさつを交わすことで、気持ち
が通じあうことにつながれば嬉しいことです。朝や帰りのあい
さつを通じて、子どもたちが地域の方々と「心のキャッチボール」ができればと思います。
　子どもたちの地域でのあいさつの様子について、お気付きのことがありましたら、学校に

 お知らせくだされば励みになります。よろしくお願いいたします。

 
フレンド・スクールを目指して

地域と共に

 
 
 

 ようこそ 先輩！～将来の姿に重ねて～

　６月上旬から、養護教諭の免許取得のために
学んでいる本校の卒業生が、大学のカリキュラ
ムの一環として教育実習に来ていました。保健
室に来室する子どもの話を丁寧に聞いて対応し
たり、各学級で過ごす子どもたちの様子を観察
したり、本校の養護教諭の指導のもとで保健の
授業を進めたりしました。子どもたちに温かく
積極的に関わってくれたことで、すぐに打ち解

 け合った様子でした。
 　将来の目標に向けて
 熱意をもって前向きに
 取り組む先輩の姿は、
 子どもたちによい刺激

になったことでしょう。

 
 
 

 美里小の友達ができました

　７月中旬、美里小との交流会を行いました。各学
年ごとに体育や外国語などの授業の中で、自己紹介
したり、一緒のグループで活動したりすることを通
して、楽しみながら顔見知りになることができてい
ました。帰る際に「友達ができた」と嬉しそうに話
す美里小の子どももおりました。令和９年４月の統
合に向けて、これからも合同の校外学習や授業等の
交流を通して、子ども同士が関わる機会を増やし、
「 」 。みんな仲間 という気持ちを高めたいと考えます
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  　 第59回秋田県珠算競技大会 6月14日   　第21回大仙市長旗争奪サッカースポーツ少年団大会（ ）
  　　個人総合競技 第３位     　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7月5日)

  　　読上算競技   優　勝    　　  ２位 男鹿ユナイテッドＦＣ
大野○○さん

フラワートーナメント

  　   ※大野さんは他競技でも入賞し、東北七県

  　　　　　　　　　　　珠算大会に秋田県代表として出場します。     第15回スポーツひのまるキッズ東北小学生柔道大会
  　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7月12日)男鹿潟上南秋親善バスケットボール大会（6月14日)

  　　　　３位　潟上バスケットボールアカデミー   　　準優勝　小林○○ さん（４年）

  　　　

  　　　［空手］型競技大会(6月28日)     第26回全日本少年少女空手道選手権大会へ出場

          小学４年　優勝　泉田○○ さん 　　　秋田県選手団　金澤○○ さん（２年）

  

  　　　春季北部杯全県少年柔道大会(６月28日) ※学校にお知らせいただいたものを掲載しています。

 　　　　団体低学年の部　準優勝　
小林○○さん

 　　　　４年生の部　　　優　勝

 

 　   ASPAサマーチャレンジカップサッカー交流大会(7月5日)

　　　　準優勝　グロースＦＣ

 

　自分の“得意”や“好き”を発揮することは、
大きな自信につながります。鍛錬を通して、技、
体、心の成長につながることを期待しています。
おめでとうございます。　　　　　　　　　　　

                                                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月下旬から７月中旬の授業や行事から、

。頑張っているふなっ子の姿をお伝えします

修学旅行「学び」発表会（６年生、５年生）

救急救命学習会（６年生）

６年生が、６月に仙台方面に出かけた修学旅行。その活動を通して得

た「学び」を、５年生に向けて発表しました。６年生の発表は、プレ

ゼンテーションの内容や方法に工夫が見られましたし、自分なりに学

、 。んだことや旅行を終えての思いが 一人一人の感想に表れていました

６年生の学びが５年生につながることで、５年生が体験する際には更

に学びが深まっていくのではないかと思います。

火災想定の避難訓練（全校）
学校では、年間を通じて計画的に避難

訓練を行っています。７月は「休み時

間に、家庭科室から出火した」という

想定で訓練を行いました。子どもたち

には、事前に各学級で避難の際に心が

けることなどについては指導していま

すが、訓練を行うタイミングについて

は知らせていませんでした。そのよう

な状況でしたが、煙を吸わないように

口を覆って避難するなど、自分で考え

て行動する様子が見られました。

☆季節の行事として、低学年の子どもたちが笹竹に七夕の短冊などを飾りました。

　いろいろな願いごとがある中で、こんな短冊を見つけました。クラスみんなの願

。 。　いなのでしょうか 印刷では文字が見えないと思いますので内容をお伝えします

　 ふなこししょう学校のみんながなかよく､たのしく､げんきにすごせますように「 」

　この願いは、全校の子どもたちと職員でかなえていきたいと思います。

男鹿地区消防署東分署のご協力のもと、緊

急時に命を救う行動につながる大切な学習

を行いました。６年生は真剣な様子で署員

の方のお話しに耳を傾け、人形を使った心

臓マッサージのやり方も体験しました。署

員の皆様は休日返上で対応してくださいま

した。ありがとうございました。


